
平成 25 年 12 月 18 日 
安藤証券株式会社 

美らネット 24『株式制度信用取引』ルール新旧対照表 
下線部を変更します。 

新 旧 
1 委託保証金 

お預りの現金（先物･オプション取引口座・海外証券先物口座に振替えられているもの

は除く）は原則としてすべて委託保証金として取り扱います。 

 

2 代用有価証券 
· 美らネット２４の代用適格有価証券は日本国内市場の上場株式等です。 

· 当社で管理いたしております株式等は、NISA 口座預りを除き、原則として全て委託保

証金代用有価証券として取扱います。 

（省略） 

 

18 建玉の現引・現渡 
  信用建玉の返済方法は反対売買によるもの以外に現引・現渡による方法があります。 

・執行条件  現引・・・二階建規制により同一銘柄の全建玉一括での現引のみ可能と

なります。 

現物の買付同様、受渡日の現金残高を確認し、現金と代用有

価証券との差替が可能か審査します。 

      現渡・・・受渡日に当該銘柄の預りがあること。ただし、NISA 口座預

り、及び、信用建玉と代用有価証券の特定口座区分が相違

1 委託保証金 
お預りの現金（先物･オプション取引口座・海外証券先物口座に振替えられているも

のは除く）は原則としてすべて委託保証金として取り扱います。 

 

2 代用有価証券 
· 美らネット２４の代用適格有価証券は日本国内市場の上場株式等です。 

· 当社で管理いたしております株式等は、NISA 口座預りを除き、原則として全て委託

保証金代用有価証券として取扱います。 

18 建玉の現引・現渡 
  信用建玉の返済方法は反対売買によるもの以外に現引・現渡による方法があります。 

・執行条件  現引・・・二階建規制により同一銘柄の全建玉一括での現引のみ可能と

なります。 

現物の買付同様、受渡日の現金残高を確認し、現金と代用

有価証券との差替が可能か審査します。 

 

 

      現渡・・・受渡日に当該銘柄の預りがあること。 

 



する場合は現渡はできません。 

 

21 注文失効 
1、（省略） 

2、大引後、美らネット２４が行う注文の失効 

① （省略） 

② （省略） 

③ （省略） 

④ （省略） 

⑤ （省略） 

⑥ （省略） 

・ （省略） 

・ （省略） 

・ （省略） 

・ 買付余力･信用新規建余力が不足した場合。必要保証金率を割り込んだ場合。

注文の受付順に審査し、余力不足となった注文のみを失効します。 

・ 現金増し担保規制や諸経費等の加算等により現金余力が不足する場合。 

（省略） 

 
24 取引制限 

空売り価格規制 

（省略） 

 

 

 

21 注文失効 
1、（省略） 

2、大引後、美らネット２４が行う注文の失効 

⑦ （省略） 

⑧ （省略） 

⑨ （省略） 

⑩ （省略） 

⑪ （省略） 

⑫ （省略） 

・ （省略） 

・ （省略） 

・ （省略） 

・ 買付余力･信用新規建余力が不足した場合。必要保証金率を割り込んだ場

合。注文の受付順に審査し、余力不足となった注文のみを失効します。 

（省略） 

 
 

24 取引制限 
空売り価格規制 

（省略） 

 



＜価格規制の適用除外＞ 

（省略） 

・・1 回の注文単元数が 50 単元以下である信用新規売り注文でも、同一銘柄につい

て同一日に複数回にわたり発注され、その合計株数が 50 単元を超えた場合、

当社の判断により上記の規制を潜脱する目的で 50 単元以下の注文を繰り返し

たと判断する場合がございます。特に、寄り前などに基準値以下（同値を含む）

の指値・成行注文の合計株数が 50 単元を超える場合も空売り価格違反の対象

となりますので充分ご注意ください。 

上記の空売り価格規制違反に該当する注文を検知した場合、当社は速やかにお

客様にご注意を申し上げ、改善をお願いいたします。それでもなお改善が見ら

れない場合、当社での信用取引の停止、もしくは証券総合口座の閉鎖をさせて

いただく場合がございますので、充分ご注意下さい。 

なお、成行注文及び「引成」条件の付いた信用新規売り注文については、空売

り価格規制の趣旨に鑑み、50 単元以内の場合であっても極力ご遠慮いただきま

すようお願いいたします。 

 

公募増資に関連する空売り規制 

（省略） 

 

二階建の禁止 （同一銘柄の信用買建玉と代用有価証券を保有する状態） 

（省略） 

・・NISA 口座預りについては代用有価証券から除かれるため、二階建ての禁止対

象外となります。 

＜価格規制の適用除外＞ 

（省略） 

・・1 回の注文単元数が 50 単元以内である信用新規売り注文でも、同一銘柄につ

いて同一日に複数回にわたり発注され、その合計株数が 50 単元を超えた場

合、当社の判断により上記の規制を潜脱する目的で 50 単元以内の注文を繰

り返したと判断する場合がございます。特に、寄り前などに基準値以下（同

値を含む）の指値・成行注文の合計株数が 50 単元を超える場合も空売り価

格違反の対象となりますので充分ご注意ください。 

上記の空売り価格規制違反に該当する注文を検知した場合、当社は速やかに

お客様にご注意を申し上げ、改善をお願いいたします。それでもなお改善が

見られない場合、当社での信用取引の停止、もしくは証券総合口座の閉鎖を

させていただく場合がございますので、充分ご注意下さい。 

なお、成行注文及び「引成」条件の付いた信用新規売り注文については、空

売り価格規制の趣旨に鑑み、50 単元以内の場合であっても極力ご遠慮いただ

きますようお願いいたします。 

 

公募増資に関連する空売り規制 

（省略） 

 

二階建の禁止 （同一銘柄の信用買建玉と代用有価証券を保有する状態） 

（省略） 



 
 

付則 
この変更は、平成 25 年 12 月 26 日から適用します。 

 


